
令和４年度　妹尾先生による鍵盤指導報告書

第1回 　6月20日（月）　10:00～12:00

指導曲・・・「あの夏へ」「負けないで」「ありがとう」

・各クラス毎のチームに分かれて指導。

・実際に妹尾先生に「あの夏へ」を演奏してもらい、音の違いに子供達は驚いていた。

指導内容 ・呼吸の練習、指使いの指導。

・子供の力が入りやすいように指番号の変更。

・曲の気持ちをこめて演奏する→演奏後の感想を聞き、子供達に実感をもたせる。

・黒鍵部分は音が暗くなりがちなので、明るく開いていくイメージで吹く。

・鍵盤の位置、鍵盤との距離の確認。

第2回 　10月11日（火）　10:00～12:00

指導曲・・・「ハピネス」「あの夏へ」

・各クラス毎のチームに分かれて指導。

・サビの指使いを丁寧に指導してもらった。

指導内容 ・リズムが複雑なパートは①体でリズムを表現　②手拍子でリズムをとる。

・8分休符の部分を揃えられるように指導する。

・フレーズを分解して練習。指使いを念入りに。

・黒鍵が入り、かつ同じ音が続くフレーズの指導。

・ベース音の練習。４拍のばすことを意識する。

・各曲ごとに吹き方に違いがあるので、その曲にあった声のトーンで声掛けをする。

第3回 　11月11日（金）　10:00～12:00

年長指導曲・・・「ハピネス」「ありがとう」

・発表会の午前午後に分かれて２グループで指導。

・曲の色をイメージさせる。 ・抑揚をつけるときは、山をイメージさせる。

指導内容 ・音を合わせることを意識させる　→隣のお友達の音を感じてみよう

・音を響かせることを意識させる　→ただ吹くだけでなく、美しい音で

・伸ばしがたりないところは歌を歌い、伸ばす部分を意識させる。

年中指導曲・・・「こぶたぬきつねこ」

・指移動が難しいので、鍵盤を使わず机で指の練習→その後、鍵盤でおす練習。

・指の体操（指番号で歌う）

妹尾先生による演奏、年長(発表会の曲指導）

年長(発表会の曲指導）

年長(発表会の曲指導）、年中（基礎指導）
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第4回 　12月8日（木）　10:00～12:00

指導曲・・・「WE　WILL　ROCK　YOU」「負けないで」「あの夏へ」

・各クラス毎のチームに分かれて指導。

・手拍子の練習をした。手拍子も楽器の1つ。弾くように手拍子する。

指導内容 ・指使い、息使いの確認。

・ソロパートについて指導。

・音の大きさの確認。音の大きさをコントロールする。息は細く長く。

・指が鍵盤から離れてしまうので、指が歩いてお散歩するように弾く。

・サビのベース音の指使いの確認。音が繋がって聞こえるよう指導。

第5回 　1月20日（金）　11:30～13:00

指導曲・・・「WE　WILL　ROCK　YOU」「ネバーエンディングストーリー」「あの夏へ」

　　　　　　　「負けないで」「ありがとう」「ハビネス」

・1人1人がしっかり音を出す。出だしの音が重要。

指導内容 ・ハモリはそよ風が吹いているように、ひそひそ話をするように吹く。

・黒鍵の練習。音が聞こえない箇所の部分練習。

・全体的に笑顔で楽しそうに吹く。

・踊っている時と吹いている時のメリハリをつける。

・お辞儀の仕方　ホースを手で持ち、鍵盤はお腹につける。

・「あの夏へ」は横揺れせず止まって吹く。

第6回 　2月13日（月）　10:00～12:00

指導曲・・・「ネバーエンディングストーリー」「あの夏へ」

・各チームに分かれて指導。

・各チーム毎に曲の演奏を聴いてもらった。

指導内容 ・途切れてしまうフレーズがあった為、一息で吹けるよう指導してもらった。

・妹尾先生に実際に演奏してもらうのを聴き、何回呼吸をしたか観察する。

・８分休符を含むフレーズの練習。

・妹尾先生と一緒に演奏した。（余裕があれば妹尾先生の音を聴きながら演奏する）

・子供達に自信を持ってもらえるよう褒めてもらいモチベーションをあげてもらった。

・少人数で演奏し合うなど、自分の音を意識する練習を取り入れるとよい。

年長(発表会の曲指導）

年長(発表会の曲指導、発表会リハーサル指導）

年長(発表会直前指導）
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第7回 　2月22日（木）　10:00～

発表会にお越しいただき、実際の演奏を聴いていただいた。
妹尾先生に指導していただいたおかげで、子供達も楽しく演奏することができた。

指導内容

発表会本番


